げたば かりの 鉄片 を 組合せて 作った きわめて 簡単な も 

のの ように 見える。 鉄 は ところどころ 赤く 鐳び ている _ 

それ にもかかわらず この 粗末な 器械 は 不思議な 精巧な 

仕掛けで も あるかの ように 全く 自働 的に 活動して いる _ 

ちょうど 鶴の ような 足取りで 一 一歩 三 歩 あるく と、 立ち 

止ま つ て 首 を 下げて 嘴で 桟橋の 床板 をゴ トン ゴ トンと 

音を立てて つっつい ている。 そういう 挙動 を 繰返しな 

がら 一 直線に 進んで 行く ので ある。 

私 は その 器械の 仕掛け を 不思議に 思う よりも、 器械 

の 目的が 何だろう と 思い 怪しんで みたが 全く 見当 も 付 

かなかった。 



桟橋 を 往来し て いる 兵隊 等 は ， J の 不思議な 鉄の 鳥に 

気が付かない のか、 気が付い ていても 珍しくない のか、 

誰 一 人 見向いて みる もの もない。 

それで 鉄の 鶴 は 無人の境 を 行く ように どこまでも 単 

調な 挙動 を 繰返しながら 一 直線に 進んで 行く ので ある。 

そのうちに 向う から 大きな 荷物 自動車が 来た。 何 か 

こんぼう 

しら 棍棒の ような もの を 数十ず つ 一 束に した もの を満 

載して いる。 

近づいて みると、 その 棒の ような もの は みんな 人間 

の 右の 腕であった。 

私 は 何故か それ を 見る とすべ ての 事が 解った ような 



演説が 終った と 見えて、 ヮ— ッと 云う 声が した。 そ 

して 再び 隊を作 つ た 行列 は 真直ぐな 大道 を あちら の 方 

へだん だんに 遠ざかって 行った。 

銅色の 太陽が もうよ ほど 低く 垂れ下がって、 葉 を ふ 

る つ た 白樺の 梢に ぐるりぐ るりと 廻つ て いるよう に 見 

えた。 その 廻転が 見て いるう ちに だんだんに 速くなる 

ように 思われる のであった。 

「もう 少し これが 速くなる と あぶない」 そう 思つ て 私 

は 急いでべ ル リンの 町の 方へ 帰って 行った。 

(大正 十 一 年 三月 『明星』) 
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